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▶　必修科目 □　選択科目

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ
人間と自然

英　語

数理基礎

英
語
科
目

英
語
教
育
課
程

数
理
基
礎
科
目

Ｐ
Ｄ
基
礎
教
育
課
程

数
理・Ｄ
Ｓ・Ａ
Ｉ
教
育
課
程

合計 124

１期 前学期 ２期 後学期 3期 前学期 4期 後学期 5期 前学期 6期 後学期 7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

̶

̶ ̶

合格が
卒業要件

●❹

●❷

●10

●60

̶

̶

̶
̶

̶
̶

̶

̶

●❽

１ 年 次 2 年 次 3 年 次 4 年 次

基礎プロジェクト

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

※1
※1

※1

○付数字は単位数を表す。
※1 ： ■ゾーンの科目は学科によって開講学期が異なるので注意すること。
※2 ： 「リベラルアーツ系科目」の12単位については、科目群「文理横断」と「専門探究」から合計12単位を修得すること。
※3 ： 「専門探究」の単位数は、科目群「英語」「数理基礎」「専門」より卒業に必要な最低単位数を超えた単位数とする。

全課程から
提供

リベラルアーツ
系科目 ※2̶ ●12

̶

※3

※3

●❾ ●❷

●10

※1

▶ 技術者のための数理Ⅰ ②
▶ 技術者のための数理Ⅱ ②

▶ 線形代数学 ②

▶ ＡＩ基礎 ①

▶ データサイエンス基礎Ⅰ ①

□ データサイエンス物理 ② □ アドバンスト数理 Ｂ ② □ 技術者のための統計 ②

□ 技術者のための数理Ⅲ ②□ アドバンスト数理 Ａ ②

▶ データサイエンス基礎Ⅱ ①

文理横断
専門探究

一部科目の記載はp.091参照

科目の記載はp.173-174参照

一部科目の記載はp.090参照

□ イングリッシュベーシックス ②

□ イングリッシュトピックス１  ②

□ イングリッシュトピックス３  ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ イングリッシュトピックス２ ②

□ イングリッシュトピックス４  ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

□ ＴＯＥＩＣ初級  ②

□ ＴＯＥＩＣ中級  ②

□ インテンシブイングリッシュ  ②

□ イングリッシュトピックス３ ②

□ イングリッシュトピックス５  ②

□ アカデミックリーディング２  ②

□ アカデミックプレゼンテーション  ②

□ イングリッシュセミナー  ②

□ イングリッシュトピックス４ ②

□ ビジネスコミュニケーション  ②

□ アカデミックリーディング１  ②

□ ライティングベーシックス  ②

□ ＳＴＥＭイングリッシュ  ②

※1

※1

※1

▶ 修学基礎 Ａ ②

▶ 健康･体力づくり ①
▶ 人間と自然

▶ プロジェクトデザイン入門（実験） ②

▶ 生命・応用バイオ学入門とキャリアデザイン ②

▶ 基礎生物学Ⅰ ②

▶ 人体の構造と機能 ②

□ 基礎生物学Ⅱ ②

▶ 修学基礎 Ｂ ②

▶ 生涯スポーツ演習 ①

▶ プロジェクトデザインⅠ ②

▶ バイオ工学入門 ②

▶ バイオ情報学入門 ②

□ 有機化学Ⅰ ②

▶ プロジェクトデザインⅡ ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ａ（応用バイオ） ③

▶ アカデミックライティング（生命・応用バイオ） ①

▶ 細胞の構造と機能 ②

□ 神経科学 ②

□ 分子生物学 ②

□ 有機化学Ⅱ ②

▶ プロジェクトデザイン実践（実験） ②

▶ バイオ･化学基礎実験・演習Ｂ（応用バイオ） ③

□ データ解析 ②

□ 微生物学 ②

□ 感覚機能論 ②

□ バイオ情報基礎 ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ａ ③

▶ 生命と倫理 ②

□ 生化学 ②

□ 運動機能論 ②

□ 生体計測 ②

□ 食品栄養学 ②

□ 遺伝子工学 ②

□ 生命科学 ②

▶ 応用バイオ専門実験・演習 Ｂ ③

□ 脳科学 ②

□ 医用工学 ②

□ 細胞工学 ②

□ アドバンストバイオ工学 ②

□ アドバンストバイオ情報 ②

□ タンパク質工学 ②

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

▶ イノベーション基礎 ①
▶ 専門ゼミ ①

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
へ

▶ ICT入門 ①　▶ データサイエンス入門 ①

̶ ̶
人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

人間形成基礎 ●❼
▶ 実践ウェルビーイング ①

▶ 技術者と持続可能社会 ②
▶ 日本学（日本と日本人）Ａ ①
▶ 日本学（日本と日本人）Ｂ ①

▶ 科学技術者倫理 ②

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6131 132C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

生 命・応 用 バ イ オ 学 科
D e p a r t m e n t  o f  L i f e  S c i e n c e  a n d  B i o t e c h n o l o g y

高品位な社会生活に必要な生命科学に基づいた技術開発のために、本学科では、生物に関連した新機能分子創出、ゲノム解析や遺伝子解析、人間の行動や感覚の 
仕組みについて主に学ぶ。生命現象の基礎となるＤＮＡやタンパク質の合成過程、生物の基本機能、感覚や行動を制御する脳の仕組みを理解し、広義のバイオ技術 
に基づいて新しい産業を担うことのできる人材を育成する。

　教育目標

6 6
　バイオ・化学部 生命・応用バイオ学科の卒業の認定に関する方針
大学で定めた卒業認定の要件を受けて、生命・応用バイオ学科が示す以下の知識及び能力を有する者に学士（理工学）の学位を授与する。

（各記号の説明はWEBに記載・各記号は科目のシラバス内「学科教育目標」として記載しています）

Ａ 自己啓発・自己管理能力　Ｂ 多様な価値観の理解と倫理的判断能力　Ｃ 外国語コミュニケーション能力　Ｄ 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力　
Ｅ 図表を用いたコミュニケーション能力　Ｆ 基礎的な実験能力　Ｇ 問題発見・問題解決能力　Ｈ コンピュータリテラシー

Ｉ キャリアデザイン能力　Ｊ 生命科学基礎能力　Ｋ バイオ工学基礎能力　Ｌ バイオ工学技術応用能力　Ｍ 人間科学基礎能力　Ｎ 生命現象解析能力　
Ｏ 生命科学解析能力　Ｐ 問題解決実践能力

基礎教育部：A ～ H

専門教育課程：I ～Ｐ



▶　必修科目 ○付数字は単位数を表す□　選択科目

１ 年 次ディプロマ・ポリシー（DP）
１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

3 年 次

5期 前学期 6期 後学期

4 年 次

7期 前学期 8期 後学期

生命科学基礎能力（Ｊ）
生命現象を支える基本単位である細胞や生体分子の構造と機能に関する知識を理解し、それらを生み出す
仕組みや情報の流れを理解することができる。また、基礎的な安全と倫理について理解し、事象に付随する
リスクや倫理的問題を発見したり、問題解決策を立案したりすることができる。

バイオ工学基礎能力（Ｋ）
生物学、生理学、生化学、遺伝学などの生命科学に関する基礎知識を理解し、自然現象の摂理を科学的・論
理的に思考できるとともに、応用バイオに関する専門知識の修得や実験・演習を行うことができる。

バイオ工学技術応用能力（Ｌ）
生物の持つ構造や機能を模倣することによって、新たな機能分子や機能の仕組みを生み出すことが可能な
バイオ工学技術を理解し、その手法を活用することができる。

人間科学基礎能力（Ｍ）
人体の機能、感覚や認知、行動の仕組み、さらに動物の行動に関する基礎知識を修得し、それらを統合して
いる脳の情報処理機構の基礎を理解することができる。

生命現象解析能力（Ｎ）
生命現象を対象とした各種の計測とそのデータ解析の基礎と応用を理解するとともに、医療や福祉を支え
る工学技術を活用することができる。

生命科学解析能力（Ｏ）
生生化学実験、微生物実験、生理学実験、分子生物学実験、遺伝子工学実験、有機化学実験などの実験技
術を修得するとともに、実験方法の原理を理解し、実験結果に基づいた考察を行うことができる。

問題解決実践能力（Ｐ）
基礎科目および専門科目で学んだ科学と技術を実験や実習、プロジェクトデザインⅢを通してさらに深め、
方法論の理解や問題解決を自主的に実践できる。

キャリアデザイン能力（I）
自己の啓発を継続することにより、自己管理能力を高め、自己を実現することができるとともに、将来の進路
を開拓していくための行動指針を設計することができる。

▶ 生命・応用バイオ学入門と
　 キャリアデザイン ②

▶ プロジェクトデザインⅢ ⑧

□ 進路セミナーⅡ ①□ 進路セミナーⅠ ①

□ アドバンストバイオ情報 ②□ バイオ情報基礎 ②

▶ イノベーション基礎 ①

▶ 人体の構造と機能 ②

▶ 生命と倫理 ②

□ 生命科学 ②

▶ アカデミックライティング
　 （生命・応用バイオ） ①

□ 有機化学Ⅰ ②

□ 細胞工学 ②▶ 細胞の構造と機能 ②

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

※このゾーンの科目は、互いに関連の深い科目群

□ 脳科学 ②□ 運動機能論 ②

□ 医用工学 ②□ 生体計測 ②

□ 感覚機能論 ②□ 神経科学 ②

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ｂ ③

▶ 応用バイオ専門実験・
　 演習 Ａ ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習Ｂ（応用バイオ） ③

▶ バイオ･化学基礎実験・
　 演習 Ａ（応用バイオ） ③

▶ バイオ工学入門 ②

▶ バイオ情報学入門 ②

▶ 基礎生物学Ⅰ ②

□ 基礎生物学Ⅱ ②

□ データ解析 ②

▶ 専門ゼミ ①

□ 有機化学Ⅱ ②

□ 分子生物学 ②

□ 遺伝子工学 ② □ タンパク質工学 ②

□ 生化学 ②

□ 微生物学 ② □ 食品栄養学 ② □ アドバンストバイオ工学 ②

専
門
教
育
課
程

カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド カ リ キ ュ ラ ム ガ イ ド

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ガ
イ
ド

C H A P T E R  6 C H A P T E R  6133 134C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5 C A M P U S  G U I D E  2 0 2 5

6 6 D e p a r t m e n t  o f  L i f e  S c i e n c e  a n d  B i o t e c h n o l o g y 　学ぶ領域

　キーワード

1バイオ工学
微生物や酵素の働き、医薬品微生物や食品加工、環境保全についてバイオ工学を中心に学ぶ。

　2脳科学
神経科学と脳科学、およびこれら研究領域を支える計測工学、情報処理工学、細胞生物学や生物物理学について学ぶ。 

　3遺伝子工学
ゲノムや遺伝子の仕組みやその解析手法と、遺伝子組換え技術の有用性に関して、遺伝子工学やタンパク質工学について学ぶ。

生命現象解析力 脳機能解析力 生命科学応用力 バイオ工学技術応用力

生 命・応 用 バイオ学 科  ［ 専 門 教 育 課 程 ］


